














醒婦人協会は、1921 年 3 月から 1923 年 8 月までの約 2 年半にわたる労働者階級
の女性のための婦人運動である。賀川ハル（1888-1982）3、長谷川初音（1890-1979）4、

























































　覚醒婦人協会の活動の概略は、以下のようになる 11。1921 年 3 月 2 日に発起人会
が開かれた。同月 27 日に覚醒婦人協会主催の演説会が催され、その中で賀川ハル
は「労働婦人の立場」と題した演説を行った。1922 年 1 月には機関誌『覚醒婦人』
が創刊された。その後、機関誌はおそらく毎月発行され、20 号まで発刊された。
賀川ハルは1922年12月に長男を出産しているが、覚醒婦人協会の活動は継続され、
1923 年 4 月 21 日、覚醒婦人協会の総会にて 5 つの新綱領が決議された。同月 29
日には「覚醒婦人協会大演説会」が開催され、5 月 11 日に賀川ハルの自宅で委員
会が開かれた。その 4 か月後の 9 月 1 日、関東大震災が起こり、被災地の救済活





















































































































































































　『覚醒婦人』は 1922 年 1 月から 1923 年 8 月にかけて発行され、20 号まである。








































































































って明確になる。2 号では、詩の欄が 6 つの他、日記が 1 ページ、手紙形式の記事
が 3 ページであり、これらの計 5 ページは体験談的要素の強い内容となっている。
11 号になると、詩は 2 編のみと減少し、創作物語はなく、それらに代わって藪下
正太郎は、覚醒婦人協会がめざすべき組合としてイギリスの女性による消費組合を
紹介し、小宮山富恵も組合運動の必要性を語るといったように、組合運動の記事が
2 ページ、子女の労働事情に関する実情調査が 1 ページの他、婦人大会出席の報告
や組合運動の必然性を説く記事など、学術的かつ啓蒙的記事が誌面の半分以上を占
めるようになる。また 17 号では中心発起人の 1 人である織田やすが組合運動の必































































































43　例えば、「オ ローラの下に」『覚醒婦人』2 号（三原編、前掲書、395 頁）、長谷川初音「平和問題









































　2 号では、11 名の執筆者のうち、性別の判明する限り全員が女性だが 52、11 号で
は 7 名中 2 名、17 号では 6 名中 2 名、18 号では 4 名中 4 名、19 号では 6 名中 4 名、




























2 号 27 名
11 号 30 名
17 号 6 名
18 号 15 名
19 号 8 名




戸に 260 名、大阪に 90 名、京都に 60 名、東京に 40 名、その他岡山、和歌山、姫路、
福岡各地に支部があるとされている 55。そのまま数を計算するならば、人数の記載





































































62　三原編、前掲書、379頁。『女性同盟』は発刊当初は一部 25 銭であったが、その後、30 銭に値
上げされた（折井美耶子･女性の歴史研究会編、前掲書（2006 年）、146-7 頁）。『覚醒婦人』は、
会費が当初 1か月10 銭であったが、17 号で「20 銭に値上げ」とされている。『女性同盟』のペー



































































































72　例えば、日本 YWCA（The Young Women’s Christian Association of Japan）は、世界
YWCAの協力の下で1905 年に設立された。
キリストと世界　第25号　　岩田三枝子
87
ト教的思想にはこれまで光が当てられてこなかったと思われる。
　しかし、その組織的構造は他の女性団体と同類であったとしても、思想的にはキ
リスト教的視点を持っているところに、覚醒婦人協会の特有性があることを本稿で
確認した。また、根底にはキリスト教的視点を持ちながら、それを前面に出すこと
がなく、覚醒婦人協会をあくまでも公共的な領域として維持し、覚醒婦人協会の理
念に賛同する多様な思想、宗教、職業、性別の人々にその場を開放しているという
独創性を持つ。このような、キリスト教的な思想を基盤にしながらも、宣教を主と
した活動を展開するのではなく、女性の人権のための活動に徹し、またその理念や
方向性に賛同するならばキリスト者であっても非キリスト者であっても活動の主体
として内包していく様子は、多様な他者性ゆえに、高い公共性を持つという、キリ
スト教公共哲学的な発想にも通じるものである。
　日本のキリスト教宣教という視点から見るならば、このような活動が、欧米の宣
教団体からの支援や協力によってではなく、日本の文脈（context）の中から出て
きた、というところに、今日における日本宣教の広がりと可能性を考えるヒントを
与えるものであると思われる。まさにキリスト教の文化脈絡化（contextualization）
の一つの事例である。また、「個」としての女性の権利を主張する婦人運動が多数
を占める当時の風潮の中で、覚醒婦人協会が男女の協働を掲げる点においては、男
女のパートナーシップという側面からも興味深く、現代的課題に向けての示唆にも
富んでいる。その意味で覚醒婦人協会の果たした役割は大正時代のみならず、今日
においても重要な意味を持ちうるといってもよいだろう。
　これまで覚醒婦人協会は、婦人運動史の中でわずかに言及されるのみで、日本の
キリスト教社会運動史の中では等閑視されてきた活動であった。活動にはまだ不明
な点も多い。発起人や『覚醒婦人』記事寄稿者をはじめ、活動に関わった人々や各
支部の活動内容も対象として研究範囲を広げ、さらに多角的な視野から活動の方向
性を掘り下げていく必要がある。また、大正期に展開された婦人運動として、同時
期の他の婦人運動との比較検討も必要であろう。
　解明すべき点は多く残されているものの、賀川ハルが展開した覚醒婦人協会は、
キリスト教公共哲学的発想を持つ初期婦人運動の婦人団体として、婦人運動史とし
ても、また日本キリスト教史における社会運動としても大いに注目されていくべき
活動であると思われる。
